
長崎大学　薬学部　2023年度・アンケート

●6 年制学科のカリキュラムの特色
　「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に

沿った教育に加え，１年次に少人数アクティ

ブラーニングを導入し，３，４年次には先端医

療の第一線で活躍する長崎大学病院の教員を

講師とした薬・歯学部共修講義を開講して，将

来の医療従事者としての動機付けと自覚の育

成を図っている。また，問題発見・解決能力を

涵養し医療の場で通用する実践力を形成させ

るための教育を３年次後期から実施してい

る。さらに，高学年では高次臨床実務実習とし

て，大学病院の内科系や専門診療科及び離島

での実習を取り入れている。

　

●病院や薬局の実務実習 特色や取り組み
　モデル・コアカリキュラムに準拠した適切

な実務実習を行っている。

　
●病院実習先・薬局実習先
主な病院・診療所　長崎大学病院など  6カ所

主な保険薬局　アイビー薬局など　32カ所

（調整機構により実習先を確保）

●アドバンスト（臨床）実習
　５年次に「高次臨床実務実習Ｉ」を開講し、

大学病院で２週間、内科系診療科において診

療実務実習を行っている。また、６年次には

「高次臨床実務実習Ⅱ」を開講し、１週間の離

島実習と、大学病院で１～２日間、各専門診療

科において診療実務実習を行っている。

●多職種連携教育の具体的な内容
　１年次の「在宅ケア概論Ⅰ」「在宅ケア概論

Ⅱ」では、医師、薬剤師、理学療法士、作業療法

士、言語聴覚士、介護支援専門員、管理栄養士

等の講義で在宅ケアに携わるそれぞれの専門

職の職能を理解する。４年次には、医学部（医

学科・保健学科）、歯学部の学生とチーム医療

実習に取り組む授業がある。６年次の「在宅医

療実践学」では、地域医療の中での医療・介護・

福祉の専門職間の連携の重要性および地域薬

剤師による薬物療法について学ぶ。

●多職種連携教育を行う医療施設名
　回答なし　

●薬剤師国家試験への取り組み
　薬剤師国家試験までに定期的に計７回模擬

試験を実施し、国家試験対策部会長の模試結

果分析に基づいて、部会長と委員がマンツー

マン指導を行っている。また、６年次４月から

医療薬学総合演習として薬剤師国家試験のた

めの基礎力養成に役立つアクティブラーニン

グを中心とした演習を行い、１１月から１月ま

で外部講師による対策講義をオンラインと対

面のハイブリッドで実施している。さらに、通

年で薬剤師国家試験の過去問を自由に勉強で

きるeラーニングコンテンツや１１月から開放

する自習室などでの自主学習を促している。

●卒業研究について
6年制　３年次後期から研究室に配属し、学

術英語や研究室セミナーに接しながら、指導

教員の個別指導の下で卒業研究に必要な知

識や技術を習得している。５年次から卒業研

究（医療薬学特別実習）に本格的に取り組み、

６年次１１月の卒業論文発表会を経て全員が

卒業論文を提出する。

4年制　３年次後期から研究室に配属し、学術

英語や研究室セミナーに接しながら、指導教

員の個別指導の下で卒業研究に必要な知識や

技術を習得している。４年次から卒業研究（薬

科学特別実習）に取り組み、２月までに全員が

卒業論文を提出する。３月には参加任意の「分

野横断型卒業研究ポスター発表会」が行われ、

優秀者には優秀ポスター賞が表彰される。

●4 年制学科の教育目標・育成する人材
　薬科学科では、４年間、薬と創薬に関する幅

広い知識を身に付けた後、大学院への進学な

どを通じて研究者に必要な問題発見、解決能

力を養います。具体的には、以下の能力を有す

る人材を育成します。

１．薬学・生命科学分野の研究者・技術者に必

要とされる豊かな人間性、高い倫理観、知性を

有する。（研究者・技術者としての心構え）

２．化学物質の物理的及び化学的性質・生体や

環境との関わり、自然が生み出す薬物、及び生

体の成り立ちと機能について高度な知識を有

する。（薬学の基礎知識）

３．医薬品の分析法・合成法・作用機序・体内動

態についての高度な知識を有し、医薬品の探

索から臨床試験に至る創薬過程を包括的に理

解している。（医薬品の基礎知識）

４．薬学・生命科学分野の研究に必要な意欲、

基本的知識と技能、および問題解決能力を有

する。（研究能力）

５．課題発見能力とともに、情報を主体的に収

集・活用・発信することができる。（情報収集・

発信能力）

６．グローバルな視点を持ち、研究者・技術者

として国際社会並びに地域社会に貢献する能

力を有する。（地域・グローバル）

７．薬学・生命科学の分野で生涯にわたり自己

研鑽を続けるとともに、次世代を担う人材を

育成する意欲と態度を有する。（自己研鑽・教

育能力，研究能力）

●4 年制のカリキュラムの特色、独自の

取り組み
　１年次後期の「薬学概論Ⅱ」では、企業・公設

試験研究機関等の見学に加えて、企業の第一

線で活躍する研究者や若手研究者として活躍

している本学卒業生を招いた講演会を企画し

て研究者・技術者を目指す動機付けの機会と

し、キャリアをテーマとするアクティブラーニ

ング授業も数多く導入している。さらに「薬学

概論Ⅱ」の後半では薬科学科４年生が薬科学

科１年生に各自の卒業研究の内容を直接説明

する機会を設けている。また、３年次の「創薬

科学A」、「創薬科学B」では創薬研究者として

の基盤を築くための医薬品開発の講義に加え

て、１年次の「薬学概論Ⅱ」では薬害、３年次の

「医薬品情報学」では研究における法規制につ

いて講義し、研究者倫理についても学ぶ機会

を設けている。

●入試の変更点
　薬学部薬科学科の「学校推薦型選抜Ⅱ」の出

願資格に「令和5年度「長崎大学薬学部・薬科

学ゼミナール」を受講修了している者」が新た

に加わりました。

●入試に合格するためのアドバイス
　目標を定め努力することが合格への一歩で

あり、各選抜方法の指定科目について、幅広く

十分な基礎学力をつけるとともに、特に、数

学・理科・英語の学力をつけてください。

●過去問を公開しておられますか
　回答なし

●面接や小論文について教えてください

　回答なし

　

●過去の小論文の形式とテーマ・文字数
　回答なし

●大学独自の奨学金制度

　回答なし

●地域のアパート・マンションのモデル

家賃
　長崎大学近隣（長崎市内）の家賃は、おおむ

ね25，000円～58，000円です。（部屋の広さ

や場所等の条件によって異なります。）

●オープンキャンパスの日程
2023年7月15日　全体説明会、研究室紹介等

　

　

　　

　


